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飯山市における空き家移住者と地域社会のかかわり

冨田　厚志

本稿では，長野県飯山市における空き家の現状について考察し，そのうえで空き家への移住者を中
心に移住要因や地域社会へのかかわりについて聞き取り調査を通じて明らかにした．

飯山市では空き家の増加が進行している状況であるが，市が行っている他県出身者を対象とした移
住セミナーなどの取り組みで山間部の岡山地区を中心に県外からの移住者が多数流入している．今回
聞き取りを行った移住者の多くは，自然豊かな環境への憧れ，仕事の関係での移住，事業立ち上げが
主な移住要因であった．移住者の多くは地域の労務活動や行事などに参加して地元住民と良好なかか
わりを築いている．行政による移住者誘致の取り組みやライフスタイルの多様化により，移住者が増
え，少子高齢化が進行している地域社会の新たな活力として期待されている．ただ，「区費」を巡る
課題など移住者と地元住民の考え方の違いがみられる点もある．移住者側の価値観と既存住民側の価
値観を互いに尊重して地域社会をともに支えていくという姿勢が求められている．
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Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　研究背景・研究目的
今日の我が国においては，人口が減少し高齢者

の割合が増えている現状があり，それに伴い多く
の課題が生じている．なかでも空き家の発生は大
都市圏や地方都市，そして農山漁村地域において
共通の問題となっている．その多くは単身世帯の
家主が死去あるいは居住者が退去していくことな
どにより生じるものであり，後継の居住者がいな
いことで空き家化していくものである．ひとくち
に空き家と言っても，管理者がいる空き家といな
い空き家が存在しており，後者であると老朽化が
進行し，倒壊の危険性が大きくなり，地域の景観
に影響が生じるおそれがある（牧野 2014）． 

地理学の分野においても空き家の発生について
は議論がなされており，空き家が放置されがち
な理由として，地価の下落，高額になる解体費
用，家屋を取り壊して更地にすると固定資産税・
都市計画税の軽減措置がなくなるという経済的な

問題，関係者間の合意形成の難しさなどがあげら
れている（川口 2016）．また，空き家の増加によ
りコミュニティ維持の担い手が減少していくこと
で，自治体が空き家の入居促進に取り組まざるを
得なくなっていること（由井ほか 2014）が指摘
されている．この問題については，気候や丘陵地，
山地といった自然条件や社会的条件，心理的条件
の要素が影響しあう総合的な現象として，地域
性を踏まえて検討する必要性（益田・久保 2015）
や，その管理において自治体，民間，地域コミュ
ニティ，NPOなどの連携を図る中立的組織が求
められるとする提言もある（西山・久保 2015）．

人口減少・少子高齢化の傾向が著しい農山漁
村では空き家対策の一つとして，他地域からの
移住，特に都市部から生まれ育った地方へと戻
る「Ｕターン」や出身地でない地方へと移住する

「Ｉターン」希望者をターゲットとした既存の住
宅への入居をあげることができる．地理学や社会
学，都市計画などの分野ではこうした都市部から
地方への移住者に着目した研究が多数ある．その
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アプローチについては，移住者に聞き取り調査を
行い，自由な語りから移住要因といった特性を明
らかにし，その後の生活における地域社会との関
わりを検討したもの（谷川 2004），特定の不動産
業者を通じてＩターンした移住者の地域への受容
のされ方，地元住民との相互認識について考察し
たもの（竹下 2006），移住者の地元住民との交流
や自治会参加への有無とその理由などについて調
査した報告（新里・武田 2015），空き家の管理状
況とともに地元住民のＵ・Ｉターンへの活用に対
する意向を調査した報告（岩見ほか 2015）など
がある．さらには，広域的なアンケート調査を行
い，都市部からの人口移動の動向や行政が行う定
住政策への課題を検討したものもみられる（北山
ほか 2010 ，山岡ほか 2011）．

こうした空き家や移住に関する研究に関して，
移住者と地域のかかわりやその管理状況などにつ
いて求めた研究は多数あるが，行政の取り組みの
成果と移住者の意思決定，そして地域社会におけ
る活動及び地域住民との関わりにおける摩擦と
いった課題を体系的に検討したものはみられな
い．ライフスタイルの多様化，これからの少子高
齢化が進んでいる状況において行政の取り組みと
移住者の特性，さらには地域社会の受容について
包括して考察していく必要があるといえる．また，
既存文献には山間地域について取り上げた研究が
比較的少なく，移住に関するこの地域固有の特徴
についても注目していく必要がある．本稿ではこ
れらの視点に着目して検討していくことを課題と
する．

Ⅰ－２　研究方法
本研究ではまず，飯山市において危険空き家の

発生している状況及びその対策について，市の調
査結果や移住に関する取り組みからその現状につ
いて述べる．

次いで，長野県外から飯山市に移住したＩター
ン者や，長野県内出身者であるが新たに市内の空
き家を購入して居住しているＵターン者への聞き
取り調査から，移住者の移住における意思決定及

びその傾向について検討する．
次いで，移住者と長きにわたって生活を送る既

存住民が協働する地域社会について，移住者がも
たらす可能性と両者が協働していく際の課題につ
いて考察を行い，最後にまとめの章とする．

Ⅱ　飯山市の空き家対策と移住推進

Ⅱ－１　危険空き家対策
飯山市では，増加をたどる空き家についてその

対策を進めている．2012年４月に「飯山市空き家
等の適正管理に対する条例」が制定され，10月に
施行された．長野県内の市町村では小谷村と並ん
で初めての制定であった．施行後は市が市民に情
報提供を呼び掛けて，その情報提供によって空き
家に関する情報を集めていくことになった．第１
図では，危険空き家の存在を把握した市の対応措
置について示している．住民から情報提供を受け
た市は，それらの空き家について所有者の把握や
危険性について建築士に依頼し調査を行う．危険
性が十分にあると認められた場合，さらに所定の
認定基準に基づいて「実態調査」が行われる．こ
れによって一定の基準を満たした場合，「危険空
き家」と認定され，市が所有者に改善措置を施す
ように「助言・指導」を行う．これで改善が見ら
れない場合さらに厳しい対応が行われる．ただ，
飯山市ではこれまで持ち主が「勧告」に対応せず
に市が「命令」を出した例や空き家所有者が「公
表」された例，そして「行政代執行」で強制的に
空き家が取り壊された事例はなく，「勧告」まで
の段階で所有者が空き家を処分したという．

この条例が施行されてから2015年６月までに市
民から空き家に関する情報は39件寄せられ，その
うち38件において危険空き家の認定基準に基づい
て調査が行われた．その結果，25件の家屋が「危
険空き家」と認定され，11件はすでに取り壊され
た．

2014年11月には空き家等対策の推進に関する特
別措置法が成立，2015年５月に完全施行された．
これに伴って飯山市では市内の空き家を地区ごと
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に一斉に把握する調査を実施した．その結果市内
合計で282軒の空き家が存在することが確認され
た．第２図では，この調査で分かった飯山市の地
区別の危険空き家数及び各地区の人口密度を示し

ている．市の中心部で最も人口の多い飯山地区，
それに隣接し，ロードサイド型の土地利用が進行
している秋津地区，また農山村地域にあたる太田
地区や瑞穂地区，そして岡山地区でも空き家数が
比較的多い．この結果に基づき，飯山市では住民
に空き家に関する情報提供を呼び掛けていくこと
になり，同年10月の段階でこのうち37件の空き家
に関して情報提供を求める呼びかけを行い，24件
から回答を得られたという．これらの空き家につ
いては，その危険性について順次調査が行われて
いくものと思われる．

飯山市における空き家対策は都市地域，農山村
地域問わず市全域における重要な課題であるとい
える．写真１に示す景観にも影響を及ぼすような
放置された空き家が，今後増えていくおそれがあ
る．
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第１図　危険空き家の認定とその後の対応
 （飯山市の資料により作成）
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第２図　飯山市の地区別危険空き家数と人口密度
注） 危険な空き家数は2015年のデータ，人口密度は

2016年９月現在のものである．
 （飯山市の資料により作成）
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Ⅱ－２　空き家等などへの移住定住推進事業
１）空き家バンク制度
空き家バンク制度とは，自治体などが地元の空

き家や移住に関する情報をインターネット上で
公開することによって，全国から入居者や購入
者を募る取り組みである．この制度の実施には，
自治体外から住民を取り込んで定住者を増やし，
地域活性化につなげていくねらいがある（米山　
2012）．飯山市では2008年から行っており，移住
定住推進課が地元不動産事業者と協力して市内の
空き家や土地，賃貸物件などについて，移住や住
宅建設などを検討している利用希望者に広く情報
を提供してきた．この制度は市内の空き家や土地
などを所有し，売買や賃貸を希望する所有者が市
の窓口あるいは不動産事業者から情報の登録を行
う．その情報は，課が窓口となっている「飯山市
ふるさと回帰支援センター」の「空き家バンク」
のリストに登録され，窓口やウェブサイトで利用
希望者が情報を閲覧することができる． 

また，これらの物件は長野県と一般社団法人長
野県宅地建物取引業協会が共同で運営している

「楽園信州空き家バンク」というポータルサイト
にも登録される．こちらは長野県内の各市町村の
空き家バンクに関する情報が掲載されており，長
野県への移住検討者も幅広く飯山市の空き家バン
クの情報に目を通していくことができる．飯山市
の移住定住推進課には「楽園信州空き家バンク」

のサイトを見た人からの問い合わせが多く，より
多くの移住希望者に空き家などの情報を見てもら
えることが「空き家バンク」登録のメリットであ
るといえる．第３図では，飯山市の空き家につい
て，空き家バンク制度を通じて登録され，また売
買が成約した家屋の件数を示している．2015年10
月までに69件の空き家が登録され，このうち44件
について売買契約が成立している．

２）移住説明セミナー
飯山市では2010年ごろから東京など都市部で移

住を検討している人を対象に「北信州いいやまふ
るさと暮らしセミナー」を行っている．移住希望
者に向けてこの地域での生活について知ってもら
おうというねらいで行われているものである．こ
のセミナーは２時間ほどで行われ，前半では飯山
市に関する概要や地方での近所づきあい，あいさ
つ，不動産に関する情報について市の担当者が説
明を行う．後半では，飯山市外から移住した人に
よる移住体験談の講演が行われる．ここでは移住
を決めたきっかけ，飯山市での住まいや仕事を探
した経緯，地域とのかかわり，購入した住宅の改
修などについての体験談などが語られる．参加者
の年齢層は回によって変わるが，30代から80代，
働き盛りの世代からリタイア後の世代まで幅広く
参加している．
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　　第３図　 飯山市空き家バンク売買実績 
（2008年～2015年10月）

注）家屋の売買について記載した．
 （飯山市の資料により作成）

写真１　飯山市蓮地区の空き家
 （2015年10月　冨田撮影）
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2015年度は東京，横浜，名古屋で計５回開催さ
れ，このうち東京ではNPO法人ふるさと回帰支
援センターで行われた．

３）移住・定住支援住宅建設促進事業
飯山市では，市外からの転入者で飯山市内に個

人住宅を建設，あるいは中古住宅を購入・改修す
る場合に一定の補助を受けることができる．中古
住宅である空き家への移住に絞って述べると，市
外からの転入者または市外から転入し賃貸住宅に
入居して３年以内であり，定住を目的として５年
以上居住する予定である場合に購入費用及び改修
費用の額の２分の１以内で補助を受けられる．た
だし，補助を受けられる額には上限がありその額
も転入者の年齢で変わってくる．

飯山市では，移住定住課で移住の相談や，セミ
ナー参加，空き家バンク制度などの活用で住民票
を移した人について移住実績としてカウントして
いる．

第４図では市の制度を利用して移住した人数を
市内の地区ごとにまとめている．中心部の飯山地
区では県内からの住宅建設で転居した人が多い一
方，市の北部，特に山間部の岡山地区については
長野県外から空き家など中古住宅を購入し移住し
ている人が多いことがわかる．

Ⅲ　空き家移住者の意思決定要因

Ⅲ－１　空き家などへの移住者
本章では，空き家へ移住した人の意思決定につ

いて検討する．今回調査で聞き取りを行った移住
者は13名であり，その特徴を第１表に示す．いず
れも長野県外からのＩターン者，あるいは長野県
出身のＵターン者であり，飯山市で空き家を購入
し，生活の拠点を構えている（写真２）．聞き取
りは2015年10月および2016年５月に実施した．そ
の多くが2000年以降に移住した人であり，移住の
きっかけはリタイアであったり，あるいは世帯主
の強い希望が反映されたものとなっている．　

今回聞き取り調査を行った多くの世帯は，市北
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０ 10km

　　　 第４図　 飯山市の地区別移住者数 
（2008年～2014年）

 （飯山市の資料により作成）

写真２　移住先の空き家例
 （2016年５月　冨田撮影）
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部の岡山地区に移住している．この岡山地区は，
千曲川沿岸の低地部とそれより高い台地部に分か
れており，それぞれに集落が点在する形となって
いる．また，この岡山地区は，第５図に示すよう
に市内の中でも比較的積雪量が多い地域となって
いる．さらに同じ岡山地区内でも千曲川沿いの低
地部と台地部で積雪量に差があり，多い時には積
雪が４ｍを超すときもあるという．また，第４図
でも示したように，岡山地区は県外からの移住者
が多い地域となっている．ここでは岡山地区を中
心とした農山村地域において，その移住への意思
決定の要因を考察していく．

Ⅲ－２　移住を決めた理由と移住先での生活
今回聞き取りを行った移住者はそれぞれ地方で

の暮らしにあこがれを持ち，移住先での生活を充
実させながら過ごしている．それぞれの移住の
きっかけや移住先での生活形態について事例をも
とに検討していく．各事例は第１表にまとめた．
【世帯Ａ】：1998年ごろに移住．もともとはメディ
ア関係の仕事をしており，仕事で「田舎暮らし」
に関する番組制作に携わっていた．その仕事に長
く携わるようになって自らも移住を決め，会社側
の事情もあって定年より早くリタイアし，岡山地
区にある民家を購入した．

【世帯Ｂ】：2011年ごろに移住．以前は東京都に
在住していたが，2008年ごろから野沢温泉村に年
数回訪れるようになった．春には山菜取り，夏に

第１表　聞き取り対象者

注）世帯構成にて太字で表記している人に聞き取りを行った．
 （聞き取り調査により作成）
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最深積雪量（m）

第５図　飯山市における平均年最深積雪（2012年）
注）１区画１k㎡で算出されたデータである．
 （国土数値情報平年値メッシュデータより作成）
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はカブトムシ取り，秋にはキノコ狩りで訪れ重ね
ていくうちに移住することを決断するようになっ
た．購入先の民家は内部リフォームを行い，負担
する費用が大きくなったという．仕事については，
東京でも行っていた運送の仕事を行っている．ま
たこの世帯では，市内の中心部の学校に通学する
必要のある子どもがいたため，飯山市を南北に通
るJR飯山線の沿線を希望していた．そのため岡
山地区の飯山線の駅から歩いていける距離にある
住宅に移住している．
【世帯Ｃ】：2007年ごろに移住．かつて夫がキャ
ンピングカーで日本縦断の旅を行っており，その
際に偶然現在の住居となる家を見つけたという．
かつてこの家は芸能関係の仕事をしていた人の別
荘として建てられたが，その人が1996年に死亡し
た後は着工を担当していた工務店が売りに出して
いた．自宅からは山地や太田，常盤地区を一望す
ることができ，四季の変化をとらえていくことが
できることが魅力であるという．
【世帯Ｄ】：2008年に岡山地区の古民家を購入し
て移住．移住以前から新潟県の妙高や野沢温泉村
方面にキノコ採りで訪れる機会があり，家族と離
れ一人生活の拠点を移していくことを決めた．居
住している岡山地区の古民家で野菜をつくって自
給している．また，薪ストーブを所有しており，
薪を集めることも苦労しているという．
【世帯Ｅ】：2009年ごろに移住．以前から田舎暮
らしに関する雑誌を購読しており，都市部での生
活から抜け出したいという思いが強かったとい
う．
【世帯Ｆ】：高校卒業後進学を機に東京都から長
野県へと移住．卒業後は福祉施設に勤務しながら
そこにあった焼き釜を使って陶芸を本格的に開始
した．2004年に独立しそれを機に空き家を探して
入居した．ここを拠点として陶芸教室を開き，自
身の作品を展覧会に出品したりなどの活動をして
いる．世帯Ｆについては，独立して個人で陶芸教
室や作家活動を行い，煙突から煙が出るため，他
の民家がない場所を移住先の空き家の条件として
いた．その中で条件に適した瑞穂地区の空き家が

見つかり，移住した後に増改築を行い，作業場を
設け，窯を設置した．
【世帯Ｇ】：もとは常盤地区の出身で会社勤めの
ころは千葉県に土地付き住宅を購入していた．し
かし古民家へのあこがれが強く，定年退職前に瑞
穂地区にある古民家を購入した．
【世帯Ｈ】：長野市から進学を機に上京し，デザ
イン関係の仕事をしていたが，不景気で業績が落
ち込み，長野県への帰郷を決意した．農業にも関
心があり，岡山地区の集落へ移住した．妻と娘と
３人で移住して，それぞれ市内で仕事をしている．
個人で農業を行いたいという希望があり，当初は
故郷の長野市松代町で探したが価格により断念，
その後岡山地区の田畑付きの現在の住居を購入し
た．
【世帯Ｉ】：１年前に東京都より転居．幼いころ
住んでいた仙台で野山を駆け巡ったり土いじりを
するのが好きだったが，東京ではそれができず生
き生きと生活したいという気持ちが強まっていっ
たという．公務員を退職する直前からNPOふる
さと回帰センターに行き，飯山市の体験会を知り
何度か参加した．その後飯山市岡山地区で売りに
出されていた現在の住居を購入し，夫と夫の母親，
娘２人を都内に残し一人移り住んだ．リフォーム
を行い生活，嘱託の事務職員として働いている．
【世帯Ｊ】：大学卒業後，メーカーの仕事をして
いたが，料理人として修業をはじめ，その後2011
年に中野市にある妻の実家近くに移住しホテルで
料理人として勤務していた．その後2014年に飯山
市柳原地区にある古民家を購入しリフォームを行
い，翌2015年に懐石料理店をオープンした．料理
店を個人で開業する希望があったため，希望する
住居は四季の移り変わりや景観など強いこだわり
があった．その中で地元の人を介して現在の住居
を紹介してもらい，季節ごとに見学に来て，迷っ
た末にこの民家への移住及び料理店の開業を決断
することになった．
【世帯Ｋ】：大学卒業後，都内のスポーツ用品店
に勤めたのちに，求人情報誌で飯山市岡山地区に
ある体験宿泊施設の広告を見て移住を考えた．学
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生時代から登山などで自然地域を巡る趣味もあっ
たことから2014年８月に飯山へ移住した．施設近
くの集落にある空き家がこの施設の寮として借り
上げられており，従業員数名がこの集落の空き家
で暮らしているという．
【世帯Ｌ】：写真撮影の仕事をしており，移住以
前は神奈川県に在住していた．岡山地区の体験宿
泊施設の開業３年後である2000年ごろに仕事で訪
れて以降，施設の従業員であった人物と親交を深
め，2010年ごろに別荘として岡山地区の空き家を
借り，冬季の写真撮影の拠点としていた．2014年
ごろに別の集落の空き家を購入して妻と３人の子
どもとともに移住した．山での風景などに関心が
あり，特に日本海側のブナ林に関心が強いという．
飯山市は日本海側に近く，岡山地区を中心とした
市内山間部は植生が類似しているという．
【世帯Ｍ】：関西地方の大学卒業後，名古屋，東
京での生活を経て2010年ごろ飯山市へ移住．外国
人観光に関心が強く，留学生関係やインバウンド
の旅行関係の仕事をしていた．農水省の地域おこ
し協力隊のサイトで体験宿泊施設の求人を知り，
飯山市へ移住した．岡山地区内で一度転居してい
る．
【まとめ】飯山市へ移住した人の特徴は移住意思
に着目すると次のように分けていくことができ
る．一つは，自然での暮らしに憧れて都市部から
移り住むという「余暇満喫」型の形態である．移
住者はみな，都市部での環境より自然豊かな環境
を求めているという傾向が見られ，冬季の積雪に
魅力を感じているという意見も聞き取りの中で
あった．なかには都市部での生活が苦に感じるこ
とも移住を決める理由になったという人もいた．
昆虫採取や山菜・キノコ採り，登山などといった
山間部での活動の拠点とする意味合いでの移住も
含まれる．もう一つは仕事の関係で飯山市へ移住
した「就業移住」型の形態である．関心があり求
めた仕事先が飯山であったことから，そこで生活
の軸を据えて居住している形となっている．さら
に，この特徴を併せ持った特性も見受けられる．
世帯Ｆ，世帯Ｊ，世帯Ｌについては，自然へのあ

こがれもありなおかつその環境の下で事業を始め
ていく希望があったので「独立事業」型の特性が
あるといえる．世帯Ｆ，世帯Ｊについては移住し
てから独立する拠点を探していた状況であり，世
帯Ｌについては仕事でその地域に通い続けて魅力
を感じて，そこを仕事・生活の拠点とした経緯が
ある．

以上のように，移住の意思決定には多様な要因
があり，余暇や仕事，独立などの要因が主要なも
のとなるといえる．また，副次的な要因で家族の
事情や住宅購入の費用などといった経費も関係す
る場合もある． 

Ⅳ　移住者と地域住民からなる地域社会の可能性
と課題

Ⅳ－１　移住者と地域とのかかわり
Ⅲ章では，移住者の意思決定要因について検討

してきた．こうした移住者は移住先の集落の中で
どのようなかかわりを持っているのか．今回聞き
取りを行った人の多くは，移住先の集落で自治会
などの活動に参加し，移住先の既存住民と関わり
を持っている．第２表では，移住者がどのような
形で移住先の集落及び住民と関わっているのか聞
き取りで得られた内容を示している．例えば，自
治会については，会議などの集まりに加えて，農
協での集まり，PTA・子供会，地域の安全協会
という集まりに参加する場合がある．また，具体
的な労務活動を集落内で行うこともあり，消防団
の訓練，畦道・農道などの整備・清掃活動，祭礼
行事での作業などがある．このような活動を通じ
て移住者と集落の地域住民は交流を深めていく．
なかには移住者がその移住先の集落において責任
者を務める例もある．

他にも身近な近所づきあいとして，移住先の住
宅補修に使用する資材を近くの住民から譲り受け
たり，補修作業を手伝ってもらうなどの支援を受
けている人もいる．農作業関係では作物の栽培法
や保存法を教え受けたりする場合もある．中には
以前の持ち主から農機具を譲り受け，その使い方
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も教え受けて活用している人もいた．このような
身近な交流が移住者の暮らしに弾みをつけて生活
に対する満足感を得ていくことができるといえる．

また，世帯Ｆでは移住者同士のコミュニティを
作り，年に一度の総会と複数回の交流会を実施し
ている．移住者同士の交流及び情報交換などがな
されていて，こうしたつながりも広がりつつあ

る．さらに，　空き家への移住者の多くは写真３
に示すような薪ストーブを購入して冬季の暖房に
備えている人が多い．使用する薪を移住者同士の
コミュニティのメンバーが共同で購入する場合も
あるという．

Ⅳ－２　 移住者がもたらす可能性と地域社会へ
の関与における課題

では，こうした移住者が地域にもたらす可能性
と地域社会で関わるうえでの課題は何であろう
か．

地域社会にもたらす可能性としては，高齢化が
進行し，人口が減少する農山村地域において，コ
ミュニティ維持の役割があるといえる．今回聞き
取りを行った移住者のなかには，30代から50代の
家族もおり，高齢者の多い既存住民にとっても良
い刺激となるといえる．また，都市部で生活して
いた視点から，地域のコミュニティの在り方につ
いて提言していくことができる．さらには，地域
社会の新たなリーダーとして活躍していくことも

第２表　移住者と地域のかかわり

世帯記号

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

地域とのかかわり

移住先の地区において区長や民生委員を務める

小学校の行事参加がきっかけで地域住民と交流をもつ

消防団や畦道の掃除を行う　野菜や果物の育て方や保存法などを教えてもらう

近所から農作物をもらうなどの交流

移住者同士が交流する会を組織　年数回の交流会を実施

地区で水路の清掃を行う　PTA や安全協会にも参加

移住先の地区での交流あり　また，農協関係でも交流あり

冬季の勤め先からリフォームに使う資材をもらう　前住人から農機具を譲り受ける

近所の農家との交流　区の集まりで他の移住者と知り合う

消防団や用水路の整備（年 2回）に参加　子供会の役

隣の家に風呂を借りたりしている　近所の大工の協力で水道工事費を抑える

地元地区の会議や消防団の訓練に参加　側溝掃除や祭礼行事にも参加

移住先の地区の会議に参加　2か月に一度の労務活動に参加

 （聞き取り調査により作成）

写真３　薪ストーブ
 （2016年５月　冨田撮影）
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考えられる．特に世帯Ａは，移住先の集落で区長
を務め，また民生委員としてもその移住した集落
や岡山地区を超えた範囲で活動を行っている．こ
うした移住者が地域づくりの先駆者として活動し
ていくケースも今後多くなっていく可能性もある．

一方で，移住者が地域社会にかかっていく課題
も存在する．まずは，移住にかかる費用について
である．移住に対して住宅を購入しても入居後の
改修に多額の費用が生じる場合がある．移住者の
こだわりもあるが1000万円を超す費用が生じた人
もみられた．経済的な負担も大きく，行政の補助
金に加えて移住先の地域でサポートする体制も重
要になってくるといえる．

もう一つは，移住先の地域社会で生活する場合
において発生する費用「区費」である．農山村地
域においては都市部より費用が高くなる傾向にあ
り，集落によって徴収額や徴収する名目が異なる．
地区内の行事ごとに費用が徴収される場合もある．
こうした地域の労務活動や行事に参加しない場合，

「出不足料」とよばれる費用を払う必要が生じる
ことがある．この「出不足料」制度の導入状況は
集落によって異なるが，移住者の意思や地域への
かかわりに影響をもたらす可能性もある．現在導
入されていない集落でも今後の導入を検討してい
るケースもあった．移住者が既存の地域社会に入
りやすいか否かについてはそこでの取り決めが大
きなカギとなる可能性もある．既存住民側にとっ
ては当たり前に払い続けたものであるが，都市部
で生活を続けてきた移住者にとってはこれまでな
かったものである．既存住民はこうした点に理解
を示す必要性がある．区費は地域社会を維持して
いくために必要な経費であるので，移住者側も一
定の理解を示し，お互い協力し合う意志を持ち続
けられるようにしていくことが不可欠である．

Ⅴ　おわりに

本稿では，長野県飯山市を事例として空き家発
生の現状とその要因について概観し，その上で山
間部を中心に空き家への移住者の地域へのかかわ

りや生活での課題について考察した．飯山市では
市内の中心部や山間部で空き家の発生が目立って
いる状況となっており，一人暮らしの高齢者が亡
くなったり，家を出た子どもが，自分たちの暮ら
す都市部に親を引き取ることで住居が空き家とな
ることが多い．

今回聞き取りを行った飯山市への移住者は，自
然豊かな環境の中での暮らしにあこがれた「余暇
満喫」型や，仕事の関係で飯山市の農山村地域に
移住した「就業移住」型，さらには自ら事業を立
ち上げる「独立事業」型と移住要因別にとらえら
れることが分かった．飯山市という地域において，
単に都市部から農山村へ憧れを持って移住すると
いうことだけではなく，その環境の下で就業する
場があること，あるいは自らの意思で開業すると
いう発想を持つ移住者がいることは近年に見られ
る傾向であり，ライフスタイルが多様化しつつあ
ることを示しているといえる．また彼らは，地域
の労務活動に参加したり，近所づきあいなどで地
元住民とも関わりを強めている．少子高齢化が進
行している地域において地域づくりの新たな担い
手となっており，その活躍が期待されている．移
住先で移住者同士がかかわりを持ったり，移住者
が地域社会で責任者となるケースもみられたの
で，移住者が農山村地域の社会を変容させていく
主体となりうることが指摘できる．

こうした現状には，行政による空き家バンクや
移住に関するセミナーなどの取り組みにより岡山
地区を中心とした山間地域において移住者が増加
しつつあることが一つの要因といえる．行政によ
る移住者をねらった取り組みが功を奏し，多様な
特性をもった人が移住することで地域活性化につ
なげていくことが新たな動向としてとらえること
ができるのではないだろうか．その一方で，移住
者の住宅改修や地域社会で関わっていくうえで発
生する「区費」や「出不足料」といった都市部で
はみられない出費も発生することがあり，こうし
た慣習への理解が移住者側の課題であるといえる．
移住者と既存住民が互いの価値観を尊重し，協働
して地域を担っていくことが必要であるといえる．
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本研究の調査に際しまして，飯山市移住定住課，各地区活性化センター，そして多くの移住者の方々に
は多大なるご協力をいただきました．記して御礼申し上げます．
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